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妊症 に 於け る卵巣卵管障害，更 に は経度の 癒着剥離，試

験組織診 の 呵能性等診断の 確定．治療方針の 確 立 に試験

的開腹 に代るもの であ り叉患 者 に対 す る 侵襲 も 少 な い

点．今 後更 に 広 く応用 ざ る べ き価値 の 高い もの で あ る事

を 強調 した し 

　5．　 婦人科領域 に お ける腹腔鏡 の応用 に つ い て

　　　　　　　　　　　（北農病院）　 後藤　史郎

　婦 人科領域 に お ける補助的診断法の 一
っ と して 腹腔鏡

の 応用 を試 み た ．そ の 巾か ら ， 性器結核疑の 患者 の 下腹

痛が ，骨盤の うつ 血 と癒着に k る も の で あ る こ と を認 め

た 例 ， 広汎 な癒着の 予想 さ れ る 患者 の 癒着の 位 置 と程度

を 術前 に知 る こ とに よ り手術 を 円滑 に 進め た 例 ， 排卵 や

黄 体 を観 察 して 不妊症 へ の 応用 を示 唆 され た例 ， 卵巣腫

瘍や腹水を確認 し た 伊L 原 因 不 明 の 腹痛 が ， 二 次性 月経

モ ワ ミナ に よ る こ と を 診断 した例，な ど幾 っ か の 症例 を

示 し，婦 入科領域 に おけ る補助的診断法 として の ，腹腔

鏡 応 用の 意義 に つ い て 考 察 を 加 え 尭：。腹腔鏡の 有意な 点

を 利用 す る ど とに よ り，婦入科領城の診療内容を大い に

充実 さ せ うるの では な い か と考 え て い る．

第 2 群 　内 分 泌

　6．　産婦人科領域の Triosorb に よる甲状腺機

能検査 （第 1 報）

　　　　　　　 （信大）岩井 　正 二 ，輻田　　透

　　　　　　　　　　　清水 　　働 ， 古田　孝丈

　甲状腺 機能 検査法 に は現在迄多数 の 方 法があるが ， 最

近更に
L3LI

標識 Triiodothyrosine　 Resin　 Sponge に

よ る検査法が発表 さ れ各方面 よ り注 目 ざ れ っ 1 あ る e 本

法は特 に放射性沃度を被検者 に直接投与 しな い ぐ実施で

き る点 に 大 き な利点を有 レ，妊婦等 が対象 とな り得る 我

が領域では真 に好都合 な 検査法 であ るが ， 找々 も信大産

婦人科に 入院或 は 来院せ る各種患者 184名 （妊婦93例 s

切迫涜 早産20例，不妊症 20例，SCrk）に 就 き本法を試行

した の で，現在迄 の 成績に就き報告す る、

　即 ち妊婦では
一

般 に 妊娠 3 カ 月後では対照 に 比 し低値

を とる もの が 多い が妊娠月数 と は特 に 関 連性 は な く，中

毒症例では 正常例 に 比 し更に低値 を示す 例の 多い 事を 認

め た ．

　切迫流早産例 に お け る木検 査 の 応用価値 に 関 して 今 後

更 に慎重なる検討 を要す る もの と考え られ た 他，不 妊症

例 で は特に 対照 と著差 が認 め ら れな か っ た事等も興味深

い 事と思われた ．

　 7．　Gonadotropin 負荷試 験 1二 よ る尿 中Estro −

gcn 分画 値 の 動揺 と月経 異 常の 治療 に つ い て

　　　　　　　（阪大）　 足高　善雄 ，倉智　敬
一

　　　　　　　　　　　青野　敏 博，宮田　　順

　月経異常婦人の 病態を 内分 泌 学 的 に うか 雪 う目的で ，

各種月 経異常婦 人 4丁例 と正常月経婦人 4 例の 計51例 に 月

経叉 は 出i血の 4 日 目 よ りPMS20001 ．U．と HCGIOOO

LU ．を連 目 3 日閲 投 与 した． 投与前 日の 24時 間尿 よ り

estrogen （E ），pregnanediol （PG ），　total　gonadotropin

（tota呈 G），　yr−ollCS ，及び 17−KS を測定 し，投与開飴

後 の 各 24時間尿 よ り E ，PG ・を測定 した ・

　尿 中E は G 投 ケ開始後 6 日H （第 6尿） に ピー
ク を示

して 増加 す る例 と，全 く増量 を 示 さ な い 例に分類で き ，

第 6 尿 の E 値よ り4卵 g 以 下 を 無反 応 型 ，
41−b・6eu，g を

低反応型 ， 61μg 以 上 を正 常反応型 と定めた ．月経異常

の 種類別 に 無反 応型 の 占め る 率の 多 い もの か ら並べ る と

機能性出面1，一無 月経
一
無排卵性 月経

一正 常月経 の 順 と な

る．

　E の 分 画 比 即 ち eStriol 十 16 −epiestriollestradiol 十

estrone 比は G 負荷後に 正 常反応型 の み が 低下の 傾向を

示 した ．

　種 k の 治療 に よ り 正 常反応型 の 14例中12例 が 担柳 し，

うち 5 例 は妊娠の 成 立 をみ た が ，な か でもG 療法 に よ り

1！例巾 9 例に 排卵 の 誘発 を み た 点が注目さ れ る．一方無

反応型は治療 に よ り10例中 2例 が排卵を来 た し た の み

で，G 療法 に よる 排卵誘発率も低かっ た・

　以．．i二よ りeG 負荷試験は 卵巣機能検査 法 と して 有 用 で

あ り， 本試験に よ り正 常反応型 と判定 さ れ た 例 は G 療法

の 適 応 とな る こ とを明 らか に しえた ．

　8。 合成 Gestagen の 線溶現 象に及 ぼ す影響

　　　 （名
一J（）

　　　　 石塚 　直隆 ， 川 島　吉良，加納　　泉

　　　　　寺尾 　俊彦 ， 竹内　忠倫

　機能性 子 宮出血 に 対 し止 血効果をもた らす 合 成 Gesta一
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gen の 止 血 機序を検索 す るた め，合成 Gestagen 投与時

の 子宮内膜及 び 末梢血線溶活 性 を標準並びに 加熱 フ ィ ブ

リン 平板法を用 い て測定 した。

　1）　正 常性周期婦 人 の 子 宮 内膜線溶活性 は 卵胞期 に 比

し黄体期 に活性 が や S 高 く，末梢血線溶活性 は 両 者の 間

に差異を認め な い ．

　2） 機能性 子宮出血 患者 の 子 宮内膜線溶活性は正 常性

周期婦人 に比 べ ，明 ら か に 高い ．末梢 血線溶活性 は 1 例

を 除い て 正 常範囲内に あ る．

　 3）　 こ れ ら機 能 性 子 宮出血 患 者 に nor −ethisterone 　20

mg ！d　 5 日 間投与した とき の 子宮内膜線溶活性 は 著明 に

抑制さ れ て 居 り ， 消褪出血時 に は叉活性 が 上 昇 し ， 消褪

出 1血止 d匠後で は 若年期出血 の 1例を除い て 正常範囲内 に

あ る．末梢血 線溶活性 に っ い て は whole 　plasmin に っ

い て の 変動は 認 め得な い が free　plasmin に っ い て は投

与終了時 に 明 らか な抑制 を認め た，

　4）　実験的 に健康男子並 び に 去勢婦人 に nor ・ethiste −

rone20mg ／d．5 日間投与時 の 末梢血 plasmin 活性 は 投

与直後に whole 　plasエnin の 上昇，　 free　plasrnin の 抑制

を 認め た．日 を お っ て 投与前の 値に も ど る．

　5）　各種 steroid ．hormone　を フ ィ ブ リン 平板内に 添

加 し，子宮内膜線溶活性を測定 した とこ ろ，testosterone

及 び nor ．∈．thisterone で著明な 抑制 を認め た ．

　以上合成 Gestagen は子宮内膜組織activator を著明

に抑制 し， 叉末梢血 plasmin 活性もそ の 投与初期にか

な りの 変動を しめ した．こ の 様 な 線溶現象の 抑制が止 血

機序 と何 らか の 結びつ きがあるの ではない か と考え ， 今

後更に 研究 を す s め た い．

　9。　婦人 科手術後の 乳 汁分泌 現象 に つ い て

　　　 （神鋼病院）

　　　　　岩橋　五郎 ， 堀田　淑子 ，楠部　国泰

　私 は か ね て よ り，妊娠 に全 く関係な い 婦人科手術後 ，

しば しば 乳房 よ り乳汁の 分 泌 が 認め られ る こ とに きつ い

て い た が ，今 回 統計を とっ て 検討 して みた の で 報告 す

る．こ 丶 で私 の い う乳汁分泌 とは，産褥時の 如 く大量 の

分泌を ざ す の で は な く， 診察 の さ い に 指に 触 れ る乳 房 に

硬結を触知 し，乳 嘴の 方 向に圧すれ ば乳汁が排出 さ れ る

程度で，患 者 の 多 くは 自覚せ ず，他覚的 に み とめ る場合が

多い ，調査 対象 は18才 よ
’
D　65才 ま での 妊娠 に関係 の な い

手術を うけ る患者99名に っ き ， 術前乳汁分泌の な い こ と

を確 か め，術後毎 日 廻診 の お り，分泌 の 有無 を検討 した ．

　1） 術後乳 汁分 泌 を 認め た の は ， 99例の な か で 55例

で．約54％であ る．

　2） 閉経期以縫 の 患者には こ の 現象が ない ．

　 3） 疾患 とは 関係 な い ．

　4） 未産婦 か 経産婦 か ， 初潮の 時期 とは何 ら関係 な い

が．黄体期 に 手術 したもの に 多い ．

　5） 乳 汁分 泌 の 開 始 は， 術後 2 〜10 日 目　（平均 5．3

日）か らで，そ の 持続は 7 〜14口 問であ っ た ．

　6） 乳汁 の成 分 は，分 泌開始時 に は産褥の ご とく初乳

球 を み とめ ，徐 k に 成乳 の よ うな 所見 に移行 した が数例

に お い て，最初か ら成乳 に 近 い もの が あっ た ．

　7） 腹式手術の 方 が 腟式 に 比 し多い ，

　8）　手術 に よ り両側卵巣を剔出 した もの ， 片側 を の こ

した もの ，両 側 と も の こ した もの に分 ち 検 討 した が ，片

側 の み の こ した症例に や s 乳汁分泌を証明す る もの が多

い ．

　 9）　 しか し卵巣 に全 く触れ な い Franz 氏手術 に おい

て も 高率 に み とめ ら れ た．

　10）乳汁分泌 の 原因にっ い て は ， 産褥時胎盤を失うた

め に 生 じる Sterod喪失 に よ る 下 垂 体優位 に似た機転

と，開腹時の シ ョ ッ ク が 下垂体副腎皮質系に影響を与え

る もの と推定さ れ るが ，こ の よ うな事実 の あ る こ とを報

告 した い ．

第 3 群　 感 染 症

10．尿 お よび 腟分泌物の 細菌学的検査 成績

　　 （東京女子 医 大）

　　　 川上 　　博 ， 大 内　広子 ， 徐 　　京子

　　　 笹本　佳子 ， 井 口登美子 ，原　　君代

　　　 相 羽早百含 ， 重 松　明于

　 1962年 1月 よ り1964年 8 月 ま で ， 東京女子医科大学病

院産婦人 科 に お け る褥婦，一一一ec手術患 者 ， 癌患 者 の う ち

特 に 細菌検査 の 要 あ りと認 め た も の の 尿お よび 腟分泌物

検査 成績 に っ い て 調査 した ．尿路感染の 検出菌株は ， 大

腸菌，白色 ブ ドウ 球菌，gram 陰性桿菌で あ つ た ．癌患
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